




キー ワー ド： 接触場面，談話の展開，談話ストラテジー，会話への参加態度，相づち的発話
要旨




















* IZAKI Yasuko: （フランス）高等社会科学研究所言語科学課．
l国立国語研究所．西原鈴子代表（1993)IF在日外国人と日本人の言語行動的接触における相互「誤解」の
メカニズム」・

































3 Watanabe (1995: 205）参照．
4猪崎（2000）参照．


































のは「車を借りる依頼J（以下 γ車依頼」）のロー ルフ。レイ 7例である．「車依頼J は国立国語研究

























































8 国立問語研究所(1987:156）およびザトラウスキー （1993:68). 
















































接触場面における r依頼」のストラテジー 135 


























1) 予告ー サ A4-b / AS-a → B3-a / B3-b→ A2-b / AS-a→ B3-a 
2）予告→ A4-a/ Al-a → BS-a → A4-a(b）繰り返し




1) 先行発話→ AS-a→ B3-a / B3-b→ A4-a→ B3-aまたは BS-a
2) 先行発話→ A3-aまたは A4-a/ A2-a→ B3-b→ A4-a→ B3-a 
3) 先行発話→ A4-b→ B2-a→ A4-a / A2-a→ B3-a 
4) 先行発話→ Al-a－→ B3-b→ A4-b→ B3-a 
く3) 日本人が依頼者（A), フランス人が被依頼者（B）のパターン
1) 予告→ A4-a/ AS-a→ BS-a → Al-b 
2) 予告→ A4-a/ A2-b→（ポーズまたは沈黙）→ Al-b 









































31F なながっ，いちにちにー ， j結婚式をします． 情報提供





37F 吟．．．もしできれば， ．．．くれば， よかった， 情報提供





































07N ちょっと，お願いがあるんだけども， 談話表示。8Y あ，なあに
依頼先行発話の話段
09N 私，実はね，今度の8月の10日に，結婚する 情報提供








29N 新婚旅行にねー，行くんだけれどもー， 情報提供IA4-b 
30Y うん．
31N あのう， 注／自己



































































































これに依頼者のフランス人は A4で応対している. B3（依頼の受諾に中立的）または B2（依頼の
受諾にやや肯定的）が用いられた場合，く依頼応答〉では依頼は受諾される. BS（依頼の受諾に否
定的）で依頼に応答する場合は，断りとなる．従って B2,B3で依頼を受けるか BSで受けるかに








84J でもー ，その代わりにー ， 談話表示
85J そこの山の写真とかー， あの， 山についてー ， あのー ，



















5-2-2. 被依頼者のストラテジ－ 2 I依頼応答を予測させる「注目表示J
「会話SJはフランス人が依頼者， 日本人が被依頼者である． 日本人はく依頼応答〉で回答を先
延ばしにした．これは被依頼者のストラテジー（B）に注目すると予測可能であろう．はじめは中
















27F かしてくれませんかー 単独行為要求→／ AS-a 









43F なんにち？ にー かげつ，
44］ 吟 にかげつー ？
45F いかー げつ，








































































…一一一一（2000) 「F依頼J 会話にみられる F優先体系」の文化的相違と期待のずれ一一日本人とフランス人
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とを示す. r ... J は1秒以下の沈黙あるいはポーズ. (3）は3秒の沈黙．強調文字は大きく
強く発音された部分．
会話の右に記された「発話機能」で，「注／継続」は「継続の注目表示」の略．矢印（→
←↑）は働きかけや応答の方向を恭す．会話ナンパーの右にある矢印（吟）は注目すべき筒所
を示す．
